
１２月２３日 「冬至 －寒い冬を乗り切ろう－」 
 

今週、いよいよ２学期最後の週となりました。先週まで、あいさつ

隊を中心に、あいさつ運動がありましたが、多くの子供たちが参加し

て、学校中にあいさつが響きました。運動を通して、自分からすすん

であいさつをしている子供が増えていると思いました。桜野小のよ

いところに「明るいあいさつをする子が多い」と言われています。こ

れからも、桜野小のよいところを伸ばし、地域の皆さんにも、すすん

であいさつをしていきましょう。 

さて、12月 21日、先週の土曜日は、二十四節気でいうと「冬至（と

うじ）」にあたります。「冬至」とは、太陽が出る「日の出」から太陽

が沈む「日の入り」までの時間がもっとも短い日のことです。このご

ろ暗くなる時間が早くなっていますね。では、東京では、何時ごろ日

の出と日の入りか予想してみてください。 

日の出は「６：４７」およそ７時ちょっと前ごろになります。 

日の入りは「夕方の４：３２」およそ４時半には暗くなっています。 

このように、昼間の時間が短くなっているのですね。そして、冬至を

過ぎると、だんだんと昼間の長さが長くなっていきます。 

 そして、この冬至の季節に、昔からの風習で次の二つのことをして

います。もしかしたら、皆さんのお家でもしたかもしれません。 

① かぼちゃを食べる 

② ゆず湯に入る 

どうして、そのような風習があるかというと、まず、かぼちゃは、ビ

タミンやカロチンなどを多く含んだ栄養たっぷりの野菜です。ちょ

うどこの季節は、夏に比べて栄養のある新鮮な野菜が少なくなりま

す。かぼちゃは３か月ぐらい保存がきく野菜なので、長持ちします。

これからの冬を乗り切るために、かぼちゃを食べて栄養をつけよう

という昔の方の知恵なのです。 

 続いて、ゆず湯ですが、皆さんは「ゆず」を知っていますか。桜野

小にも柚子の木があります。ビオトープの中にあって、毎年、この時

期になると主事さんが取ってくれます。今、校長先生が持っているの



が、桜野小で取れたゆずの実です。ゆずの皮には、風邪の予防やお肌

をすべすべにするビタミン、血のめぐりをよくする成分がたくさん

含まれています。そして、いい香りがします。この柚子をお風呂に入

れて入ると、体も温まりすっきりと気持ちがよくなり健康によいの

です。昔の人は、ゆずが健康によいことを経験から知っていたのです

ね。 

冬至が過ぎれば、少しずつ日が長くなっていきますが、寒さはこれ

からが本番です。ホックホクのかぼちゃを食べたり、暖かいゆず湯に

入ったりして冬を乗り切っていきましょう。 

 


